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第2期子ども・子育て支援事業計画とは第2期子ども・子育て支援事業計画とは１１

１

国は，少子化の進行や子育て不安や負担感をもつ保護者の増加，核家族化や高齢化，地域での人間関係

の希薄化などによる家庭や地域の子育て力の低下などの課題や背景を受け，「子ども子育て新支援制度」

を開始し，安心して子どもを生み育てることができ，全ての子どもたちが健やかに成長できる社会の

実現をめざしてきました。

これを受け，鈴鹿市では，平成27年に鈴鹿市子ども・子育て支援事業計画を策定し，幼児期の教育や

保育，地域の子ども・子育て支援事業の提供体制の確保を図り，妊娠・出産期から途切れのない支援を

行い，将来の宝である子どもたち一人ひとりの健やかな成長をめざし，安心して子育てができる環境

の整備に取り組んできました。

令和2年度から令和6年度を計画期間とする第２期計画では，新たに，子どもの権利，４つの基本的な

視点，４つの基本目標に基づき，各計画と連携し，子ども・子育て支援に関連する施策を計画的に実施

することで，鈴鹿で育ち鈴鹿の未来を担う子どもたちの健やかな育ちと社会全体で子育ての支援が

できる環境の整備をめざします。

計画の基本理念計画の基本理念２２

保護者が子育てについて第一義的責任を有することを前提としつつ，子育てや子どもの成長に喜び

や生きがいを感じることができるような子育て環境をつくることができるよう，社会全体で協働して

子育て支援に取り組むことが重要です。

多様なニーズをとらえながら，妊娠・出産期から途切れのない包括的な支援を行い，本市の未来を担

う将来の宝であり，地域の宝である子どもたち一人ひとりの健やかな育ちをめざします。

「次世代育成支援対策推進法」に基づく

「新・放課後子ども総合プランに基づく鈴

鹿市行動計画」として位置付け，本計画と

一体的に進捗管理を行います。

●放課後児童クラブ及び

　放課後子ども教室の一体的な実施　

●学校の余裕教室の活用

「子どもの貧困対策の推進に関する法

律」に基づく「鈴鹿市子どもの貧困対策計

画」として位置付け，本計画と一体的に進

捗管理を行います。

鈴鹿で育つ，鈴鹿の未来
～未来を担う子どもたちの健やかな育ちをめざして～

について第一義的責任を有することを前提としつつ，子育てや子どもの成長に

ることができるような子育て環境をつくることができるよう 社会全体で協働

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿でででででででで育育育育育育育育つつつつつつつつつつ，，，，鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿ののののののののの未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来
～～～～～～～～未未未未未未未未未未来来来来来来をををををを担担担担担担うううう子子子子子子どどどどどどどもももももももたたたたたたたちちちちちちちののののの健健健健健健やややややややかかかかかかかかななななななな育育育育育育ちちちちちちをををををををめめめめめめざざざざざざざざざざしししししししししししててててててて～～～～～

鈴鹿で育つ，鈴鹿の未来
～未来を担う子どもたちの健やかな育ちをめざして～

鈴鹿で育つ，鈴鹿の未来
～未来を担う子どもたちの健やかな育ちをめざして～

《基本理念》

新・放課後子ども総合プランに

基づく鈴鹿市行動計画
鈴鹿市子どもの貧困対策計画

具体的な取組等具体的な取組等

●教育の支援

●経済的支援

●各支援の連携の推進

●生活の支援

●保護者に対する就労の支援

具体的な取組等具体的な取組等



２

鈴鹿で育つ，鈴鹿の未来
～未来を担う子どもたちの健やかな育ちをめざして～

各　種　事　業

すべての子育て家庭への支援の充実

家庭における子育てへの支援

ひとり親家庭の子育てへの支援

支援の必要な子どもと家庭への途切れのない支援

外国人の家庭への子育て支援

働きながら子育てする家庭への支援

子育て家庭を支える相談・情報提供の充実

子どもの貧困に対する支援

１１

22

33

44

55

66

77

施策目標

子どもの健やかな成長に向けた支援の充実 

教育・学習による子どもの成長への支援

地域における交流等の充実

子ども自身の声を聞く相談の充実

児童虐待防止対策の充実

１１

22

33

44

施策目標

安心して子育てができる地域環境づくりの推進

安全・安心な子育て環境づくり

地域における子育て支援の充実

仕事と生活の調和の実現

１１

22

33

施策目標

親と子の健康づくりの推進

健康な子育てへの支援

子どもの健康のための支援

１１

22

施策目標

基本目標

基本目標

基本目標

基本目標

子育て家庭を支援する視点

子どもの健やかな育ちの視点

子育て環境の充実を図る視点

地域で支援する視点

子どもの権利 ４つの視点

生きる権利生きる権利生きる権利

守られる権利守られる権利守られる権利

育つ権利育つ権利育つ権利

参加する権利参加する権利参加する権利



子ども・子育てを取り巻く現状子ども・子育てを取り巻く現状33

3

〇子どもの人口は，前回計画の期間中である平成27年から平成31年まで毎年減少しています。

〇令和２年からの推計でも，子どもの人口は減少する見込みとなっています。

※一般世帯：住居と生計を共にしている人々の集まり，又は一戸を構えて住んでいる単身者等。

〇一般世帯
※
は増加傾向

を示しています。

〇「18歳未満親族のいる

世帯」，「6歳未満親族の

いる世帯」では減少傾

向を示しており，少子

化がうかがえます。

子ども人口の推移

子育て世帯の推移

資料：住民基本台帳（各年３月３１日）

資料：国勢調査（各年）
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〇出生数は年々減少しており，平成29年では1,472人となっています。

〇出生率（人口千対）は，三重県より僅かに高い数値で推移しており，2017（平成29）年は7.5％となっています。

出生の状況

資料：三重県の人口動態（各年）

〇幼稚園児童数は，公立幼稚園，私立幼稚園を合わせた児童数が年々減少しています。

〇保育所（園）児童数は，公立保育所，私立保育園ともに年々減少しています。

幼稚園・保育所（園）の状況

※各年度３月１日
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子どもの権利子どもの権利44
本市の未来を担う子どもたち一人ひとりの健やかな育ちをめざすことができるよう，妊娠・出産期

から途切れのない包括的な支援を行い，家庭，地域，企業，学校，行政，関係団体等が連携，協働し，「児童

の権利に関する条約」に掲げる以下の４つの子どもの権利を守り，子どもの育ちを支援していきます。

性別や国籍，障がい，貧困等にとら

われず，子どもたちが健やかに育つ

ことができるよう支援します。

教育を受け，遊んだり，休んだり

でき，子どもが自分らしく育つこと

ができるよう支援します。

いじめや虐待，差別，暴力等から

心身ともに守られるよう支援します。

子どもが自由に意見を表すこと

ができ，主体的な活動ができるよう

支援します。

また，まちづくりへの参加など，

社会の一員として活動ができるよう

支援します。

子どもが多くの時間を過ごす家庭，保育所（園），幼稚園，学校をはじめ，地域等で子どもと関わる大

人が，子どもの権利が保障できるよう役割を果たし，子どもの年齢及び発達の程度に応じて，その意見

が尊重され，その最善の利益が優先して考慮されることが大切です。

そのため，子育てに悩む大人や子育てに孤立している家庭等に必要とされる支援を適切に行い，

身体的，精神的に未熟な存在である子どもが自ら学び育つ力を育み，子どもの健やかな育ちを支援する

環境づくりを行っていきます。

生きる権利生きる権利生きる権利

守られる権利守られる権利守られる権利

育つ権利育つ権利育つ権利

参加する権利参加する権利参加する権利



6

教育・保育事業の量の見込みと確保方策

教育・保育事業の量の見込みと確保方策教育・保育事業の量の見込みと確保方策

量の見込みと確保方策量の見込みと確保方策55
本計画では，子ども・子育て支援に係る現在の状況や今後の利用希望を把握し，令和２年度から令和

６年度までの教育・保育事業及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと，それに対する確保方策

について定めています。

本市には，公立幼稚園が11か所，私立幼稚園が６か所，公立保育所が10か所，私立保育園が29か所，

私立認定こども園が３か所あります（令和2年度中に２か所の私立保育園が私立認定こども園へ移行

する予定です。）。

１号認定

（3～5歳）

２号認定

（教育ニーズ，3～5歳）

２号認定

（保育ニーズ，3～5歳）
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３号認定

（0歳）
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（1・2歳）

������

������

����� ����

※令和元年10月からの幼児教育・保育無償化を受け，新たに新2号認定の区分の整理が必要となりました。



地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び確保方策地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び確保方策

利用者支援事業

地域子育て

支援拠点事業

乳児家庭全戸

訪問事業

妊婦健康診査事業

子育て短期支援事業

養育支援訪問事業等

一時預かり事業

ファミリー・サポート

・センター事業

放課後児童クラブ

病児・病後児

保育事業

実費徴収に係る

補足給付を行う事業
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発行日／令和2年3月

発行元／鈴鹿市子ども政策部子ども政策課

住　所／〒513-8701　三重県鈴鹿市神戸一丁目18番18号

ＴＥＬ／059-382-7661（直通）　ＦＡＸ／059-382-9054

ＵＲＬ／http://www.city.suzuka.lg.jp

第 2 期鈴鹿市

子ども・子育て支援事業計画

　（概要版）

66 地域子ども・子育て支援事業地域子ども・子育て支援事業

保護者が労働等により昼間家庭に

いない小学生に，放課後の居場所

を提供する事業

病児・病後児を，病院，保育所等に付

設された専用スペース等で一時的

に保育する事業

保護者の仕事や急な用事等によ

り，乳幼児を保育所等で一時的に

預かる事業

乳幼児や小学生等の保護者が，児童の

預かり等を希望する際に利用する事業

乳幼児及びその保護者が交流を行

う場を提供し，子育ての相談，情報

の提供，助言等を行う事業

養育支援が特に必要な家庭を訪問

し，指導・助言等を行う事業

妊婦に対する健康診査等を実施

する事業

教育・保育施設や地域の子育て支

援事業等について，情報提供や相

談・助言等を行う事業

生後４か月までの乳児家庭を訪問

し，子育て支援に関する情報提供

や養育環境等の把握を行う事業

保護者の疾病等の理由で養育を受

けることが困難となった児童を児

童養護施設等で保護する事業

時間外保育事業

保育所等で，通常の利用日，利用時間

以外の日及び時間において，保育所（園），

認定こども園で保育を実施する事業

新制度に移行していない就学前施設を利用する低所得世帯を対象に，食事の提

供に要する費用等を助成する事業
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